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（ＵＲＬ  http://www.tv-tokyo.co.jp/ ）            コード番号：９４１１ 東証 第１部 

代  表  者   役職名 代表取締役社長    氏名 菅谷 定彦 

問合せ責任者 役職名 常務取締役経理局長  氏名 箕輪 新一       ＴＥＬ (03)3432－1212           

 

１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

 

①会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法と相違の有無 ： 無 

②連結及び持分法の適用範囲の異動の有無           ： 無 

 

２．平成 17 年 3 月期第 1四半期の業績概況（平成 16 年 4 月 1日～平成 16 年 6 月 30 日） 

(1) 経営成績（連結）の進捗状況                          （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期(当期)純利益

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％

17 年 3月期第 1四半期 

16 年 3月期第 1四半期 

29,823 

27,483 

8.5 

－ 

2,265

 1,344

68.4 

－ 

2,283

1,386

64.7 

－ 

1,272 

693 

83.6

－

（参考）16 年 3 月期 109,332  3,700  3,816  1,024 

 

 
１株当たり四半期 

(当期)純利益 

潜在株式調整後１株当た

り四半期(当期)純利益

 円    銭 円    銭

17 年 3月期第 1四半期 

16 年 3月期第 1四半期 

68    26  

37    18  

―

―

（参考）16 年 3 月期 50    59  ―

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 

   なお、16 年 3月期第１四半期の増減率については、四半期財務情報の作成初年度のため、記載しておりません。 

 

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕 

当第 1四半期の日本経済は、輸出や民間設備投資の伸びに先導され、企業収益の改善が進みました。個人消費も持ち

直し、内需主導で景気は着実に回復を続けております。テレビ広告も前年度下期以降、明るい兆しが見られ、回復基調

を堅持しております。このような状況で､当社グループは、主力の放送事業収入でタイム及びスポットの放送広告収入

の伸びにより、連結売上高は 298億 2千 3百万円、前期比 8.5％増、営業利益は 22億 6千 5百万円、前期比 68.4％増と

なりました。また、経常利益は 22 億 8千 3 百万円、前期比 64.7％増、当四半期純利益は 12 億 7 千 2 百万円、前期比

83.6％増となりました。 

 

（放送事業） 

放送収入は、景気回復と 4月改編に支えられ、好調に推移いたしました。タイム収入のうちネット部門、ローカル部

門とも増加となりました。特番部門も、4月にはサッカーの代表戦が 2本、5月には 40周年記念特番「赤い月」が入る

など大型特番が続き、大幅増と健闘いたしました。タイム収入のトータルは 149億 8千 3百万円、前期比 8.6％増とな

りました。スポット収入は、飲料、金融、家電業種の出稿が伸び、トータルで 72億 8千 4百万円、前期比 10.6％増と

なりました。 

番組販売は、国内番組販売収入が 4 月編成による販売番組の増加、「なんでも鑑定団」などのカロリーアップが寄与

しました。海外番組販売収入は、「遊戯王」が欧米で好調を維持し、さらに「ヒカルの碁」「シャーマンキング」「ベイ

ブレード」なども好調でした。その結果、番組販売収入全体では 17億 8千百万円、前期比 18.6％増となりました。 

以上の結果、放送事業の売上高は 270億 1千万円、前期比 10.2％増、営業利益は 21億 5千 8百万円、前期比 96.3％

増となりました。 
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（ライツ事業） 

イベント収入は、美術展の「パリ 1900 展」や、「鹿鳴館」「新・近松心中物語」等大型舞台公演により、2 億 8 千 2

百万円を計上しました。前期には大型イベントが無かったため､前期を大きく上回る結果となりました。 

ソフトライツ収入は、「遊戯王」の海外での商品化等をはじめ、「ポケモン」「ＮＡＲＵＴＯ」の商品化も前期に引き

続き好調に推移しましたが、前期には「アザーズ」や「キリング・ミー・ソフトリー」といった大型の劇場映画があっ

たため、ソフトライツ収入全体としては、売上高 19億 1千 2百万円、前期比 7.9％の減となりました。 

また、音楽著作権関連収入も前期を下回ったため、ライツ事業の売上高は 30億 2千 2百万円、前期比 8.2％減、営業

利益は 1億 3千 6百万円、前期比 49.4％減となりました。 

 

 

 (2)財政状態（連結）の変動状況                         （百万円未満切捨） 

 総 資 産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 百万円 百万円 ％ 円   銭

17 年 3月期第 1四半期 

16 年 3月期第 1四半期 

72,035 

73,128 

37,740

35,959

52.4 

49.2 

2,024   16

1,928   63

（参考）16 年 3 月期 73,040 36,776 50.4 1,968   10  

 
【連結キャッシュ･フローの状況】                         （百万円未満切捨） 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物

期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

17 年 3月期第 1四半期 

16 年 3月期第 1四半期 

△  284 

172 

△  280

△1,444

△   45 

 △  736 

1,047

2,486

（参考）16 年 3 月期 3,919 △3,798 △2,985 1,657

 
〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕 

当第 1四半期におきましては、前連結会計年度末に比較し、資産は 10億 4百万円減少し、720億 3千 5百万円、負債

は 19億 5千 7百万円減少し、335億 2百万円、株主資本は 9億 6千 4百万円増加し、377億 4千万円となりました。資

産の減少は主に昨年度分の法人税等及び利益処分による配当金等の支払による現金及び預金の減少と未払賞与の取崩

に伴う繰延税金資産の減少によるものであります。負債の減少は、主に未払法人税等の減少と未払賞与の減少によるも

のであります。 
 
 

〔連結キャッシュ・フローの状況〕 

当第 1 四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は 6 億 1 千万円の減少となりました。その結

果、当第 1四半期末の資金残高は 10億 4千 7百万円となりました。投資活動による資金流出は減少したものの、営業

活動における資金と財務活動による資金がマイナスとなったため、当第 1四半期末の資金残高も減少となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は 2億 8千 4百万円の減少となりました。 

税金等調整前当期純利益が 22 億 8 千 3 百万円と増加しましたが、法人税等の支払額が増加したことや未払費用残高

が減少したことなどにより、営業活動による資金全体では減少となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は 2億 8千万円の減少となりました。 

これは主に有形固定資産の取得支出が 2億 2千百万円あったことなどによるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は 4千 5百万円の減少となりました。 
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短期借入による収入が 4億 5千万円ありましたが、長期借入金の返済による支出や配当金の支払があったため、財務

活動による資金全体としては減少となりました。 

 
 
（参考１）四半期個別経営成績等の概況（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 6 月 30 日）  （百万円未満切捨） 

          売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

17 年 3月期第 1四半期 26,971 1,910 2,096 1,255 

 

          総 資 産 株主資本 

 百万円 百万円

17 年 3月期第 1四半期 68,036 33,974 

 
 
 
３．平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） 

 
〔業績予想に関する定性的情報等〕 

当第 1 四半期の連結決算業績は当初予算を上回る水準で推移いたしましたが､第 2 四半期のテレビ放送事業の季節要

因等を勘案し、中間期につきましては業績予想を変えておりません。また、通期につきましても、当初の予想通り、景

気の回復が持続することが見込まれることから、業績予想は変えておりません。 
 
※上記の予想は本資料の作成時点において入手可能な情報に基づいて作成したものです。実際の業績は、今

後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 
 
（参考２）平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1日～平成 17 年 3 月 31 日） 

 予想売上高 予想営業利益 予想経常利益 予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

中間期 57,241 2,143 2,143 1,216 

通 期 113,189 4,317 4,335 2,514 

 

（参考３）平成 17 年 3 月期の個別業績予想（平成 16 年 4 月 1日～平成 17 年 3 月 31 日） 

 予想売上高 予想営業利益 予想経常利益 予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

中間期 52,818 1,655 1,983 1,190 

通 期 104,478 3,459 3,857 2,295 
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連結財務諸表 

① 連結貸借対照表 

(単位：百万円) 

前第１四半期末 

平成15年６月30日現在 

当第１四半期末 

平成16年６月30日現在 

前連結会計年度末 

平成16年３月31日現在 
区 分 

金 額 構成比 金 額 構成比 金額 構成比

(資産の部) 
％ ％ ％

Ⅰ 流動資産  

 1. 現金及び預金 2,496 1,047  1,657

 2. 受取手形及び売掛金 19,635 21,785  21,115

 3. たな卸資産 15,033 13,587  13,597

 4. 繰延税金資産 353 278  773

 5. その他 2,173 634  890

   貸倒引当金 △   54 △   54  △   54

   流動資産合計 39,638 54.2 37,278 51.8 37,980 52.0

Ⅱ 固定資産  

 1. 有形固定資産  

  (1) 建物及び構築物 7,665 7,896  7,987

  (2) 機械装置及び運搬具 3,384 5,219  5,416

  (3) 工具器具備品 304 258  265

  (4) 土地 4,368 4,368  4,368

  (5) 建設仮勘定 2,534 109  77

   有形固定資産合計 18,258 25.0 17,852 24.8 18,116 24.8

 2. 無形固定資産 619 0.8 1,611 2.2 1,678 2.3

 3. 投資その他の資産  

  (1) 投資有価証券 7,229 7,425  7,357

  (2) 長期貸付金 212 186  200

  (3) 繰延税金資産 3,045 3,427  3,500

  (4) その他 4,249 4,254  4,206

    貸倒引当金 △  124 △    0  △   0

   投資その他の資産合計 14,612 20.0 15,293 21.2 15,265 20.9

   固定資産合計 33,489 45.8 34,757 48.2 35,060 48.0

   資産合計 73,128 100.0 72,035 100.0 73,040 100.0
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(単位：百万円) 

前第１四半期末 

平成15年６月30日現在 

当第１四半期末 

平成16年６月30日現在 

前連結会計年度末 

平成16年３月31日現在 
区 分 

金 額 構成比   金 額 構成比

(負債の部) 
％ ％ ％

Ⅰ 流動負債  

 1. 支払手形及び買掛金 5,705 4,151  4,179

 2. 短期借入金 200 650  200

3. 1年以内返済予定長期借入金 859 812  828

4. 1年以内償還社債 4,000 1,000  1,000

5. 未払費用 6,565 7,394  8,672

 6. 未払法人税等 241 468  1,159

 7. 繰延税金負債 3 3  4

 8. その他 3,435 3,898  3,815

   流動負債合計 21,010 28.7 18,378 25.5 19,860 27.2

Ⅱ 固定負債  

 1. 社債 5,000 3,900  3,900

 2. 長期借入金 2,949 4,637  4,831

 3. 退職給付引当金 6,649 6,234  6,336

 4. 役員退職慰労引当金 422 295  468

 5. その他 84 56  62

   固定負債合計 15,105 20.7 15,123 21.0 15,599 21.3

   負債合計 36,116 49.4 33,502 46.5 35,459 48.5

  

(少数株主持分)  

  少数株主持分 1,053 1.4 793 1.1 804 1.1

  

(資本の部)  

Ⅰ 資本金 6,784 9.3 6,784 9.4 6,784 9.3

Ⅱ 資本剰余金 5,343 7.3 5,343 7.4 5,343 7.3

Ⅲ 利益剰余金 23,805 32.6 25,051 34.8 24,136 33.1

Ⅳ その他有価証券評価差額金 22 0.0 575 0.8 523 0.7

Ⅴ 為替換算調整勘定 1 0.0 △   15 △0.0 △   13 △0.0

   資本合計 35,959 49.2 37,740 52.4 36,776 50.4

負債、少数株主持分及び資本合計 73,128 100.0 72,035 100.0 73,040
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② 連結損益計算書 

(単位：百万円) 

前第１四半期 

自 平成15年４月１日 

至 平成15年６月30日 

当第１四半期 

自 平成16年４月１日 

至 平成16年６月30日 

前連結会計期間 

自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日 区 分 

金 額  百分比  金 額 百分比 

Ⅰ 売上高 27,483
％

100.0 29,823
％ 

100.0 109,332
％

100.0

Ⅱ 売上原価 18,951 69.0 19,827 66.5 76,909 70.3

   売上総利益 8,531 31.0 9,996 33.5 32,422 29.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費  

 1. 人件費 1,761 1,734  7,258

 2. 退職給付費用 74 63  141

3. 役員退職慰労引当金繰入額 33 33  163

 4. 代理店手数料 3,884 4,296  15,271

 5. 貸倒引当金繰入額 2 2  5

 6. 賃借料 276 287  1,099

 7. 減価償却費 37 96  189

 8. その他 1,116 1,217  4,592

   販売費及び一般管理費合計 7,187 26.2 7,730 25.9 28,722 26.3

   営業利益 1,344 4.9 2,265 7.6 3,700 3.4

Ⅳ 営業外収益  

 1. 受取利息 2 1  10

 2. 受取配当金 34 37  53

 3. 持分法による投資利益 22 17  31

 4. 賃貸料収入 17 31  141

 5. 放送関連業務受託収入 10 10  40

 6. 字幕放送助成金 55 33  55

 7. その他 17 6  160

   営業外収益合計 159 0.6 137 0.5 493 0.4

Ⅴ 営業外費用  

 1. 支払利息 88 62  344

 2. その他 29 56  32

   営業外費用合計 117 0.4 119 0.4 377 0.3

   経常利益 1,386 2,283 7.7 3,816 3.5

Ⅵ 特別利益  

1. 投資有価証券売却益 － －  310

  特別利益合計 － 0.0 － 0.0 310 0.3

Ⅶ 特別損失  

 1. 固定資産除却損 － －  127

 2． 投資有価証券等評価損 77 －  2,193

   特別損失合計 77 0.3 － 0.0 2,321 2.1

  税金等調整前四半期（当期）純利益 1,309 4.8 2,283 7.7 1,805 1.7

  法人税、住民税及び事業税 381 1.4 481 1.6 2,011 1.8

  法人税等調整額 245 0.9 532 1.8 △  971 △0.8

  少数株主損失（加算） 10 0.0 3 0.0 259 0.2

  四半期（当期）純利益 693 2.5 1,272 4.3 1,024 0.9
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 (セグメント情報) 

前第Ⅰ四半期連結会計期間(自 平成15年４月１日 至 平成15年６月30日) 

(単位：百万円) 

 
放 送 

事 業 

ラ イ ツ 

事 業 
計 

消去 

又は全社 
連結 

  売上高   

 (1) 外部顧客に対する売上高 24,259 3,223 27,483 ― 27,483

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

258 68 327 (327) ―

計 24,518 3,292 27,810 (327) 27,483

  営業費用 23,419 3,022 26,441 (303) 26,138

  営業利益 1,099 269 1,369 (24) 1,344

(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の主要な事業内容 

 (1) 放 送 事 業 …… テレビ広告枠の販売、番組の販売、ＢＳ放送関連、番組の制作・技術等 

 (2) ラ イ ツ 事 業  …… 放送番組の周辺権利を利用した事業、映画出資事業、イベント事業、音楽著作物の管理等 

 

 
当第Ⅰ四半期連結会計期間(自 平成16年４月１日 至 平成16年６月30日) 

(単位：百万円) 

 
放 送 

事 業 

ラ イ ツ 

事 業 
計 

消去 

又は全社 
連結 

  売上高   

 (1) 外部顧客に対する売上高 26,863 2,960 29,823 ― 29,823

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

147 62 210 (210) ―

計 27,010 3,022 30,033 (210) 29,823

  営業費用 24,852 2,886 27,738 (180) 27,558

  営業利益 2,158 136 2,294 (29) 2,265

(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の主要な事業内容 

 (1) 放 送 事 業 …… テレビ広告枠の販売、番組の販売、ＢＳ放送関連、番組の制作・技術等 

 (2) ラ イ ツ 事 業  …… 放送番組の周辺権利を利用した事業、映画出資事業、イベント事業、音楽著作物の管理等 

 
 
前連結会計期間(自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日) 

(単位：百万円) 

 
放 送 

事 業 

ラ イ ツ 

事 業 
計 

消去 

又は全社 
連結 

  売上高   

 (1) 外部顧客に対する売上高 97,323 12,008 109,332 ― 109,332

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高 

969 333 1,302 (1,302) ―

計 98,293 12,341 110,635 (1,302) 109,332

  営業費用 95,096 11,727 106,824 (1,191) 105,632

  営業利益 3,197 613 3,811 (111) 3,700

(注) １．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の主要な事業内容 

 (1) 放 送 事 業 …… テレビ広告枠の販売、番組の販売、ＢＳ放送関連、番組の制作・技術等 

 (2) ラ イ ツ 事 業  …… 放送番組の周辺権利を利用した事業、映画出資事業、イベント事業、音楽著作物の管理等 
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〔参考〕財務諸表 

① 貸借対照表 

   (単位：百万円) 

前第１四半期末 

平成15年６月30日現在

当第１四半期末 

平成16年６月30日現在 

前事業年度末 

平成16年３月31日現在
区 分         

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

(資産の部) ％ ％ ％

Ⅰ 流動資産 34,606 51.3 33,953 49.9 34,816 50.3

Ⅱ 固定資産 32,873 48.7 34,083 50.1 34,410 49.7

  1.  有形固定資産 17,679 26.2 17,310 25.4 17,577 25.4

  2.  無形固定資産 726 1.1 1,699 2.5 1,786 2.6

  3.  投資その他の資産 14,467 21.4 15,072 22.2 15,046 21.7

     資産合計 67,480 100.0 68,036 100.0 69,226 100.0

(負債の部)  

Ⅰ  流動負債 20,848 30.9 19,545 28.7 21,263 30.7

Ⅱ 固定負債 14,463 21.4 14,517 21.4 14,966 21.6

     負債合計 35,311 52.3 34,062 50.1 36,229 52.3

(資本の部)  

Ⅰ 資本金 6,784 10.1 6,784 10.0 6,784 9.8

Ⅱ 資本剰余金 5,343 7.9 5,343 7.8 5,343 7.7

Ⅲ 利益剰余金 20,013 29.7 21,268 31.3 20,340 29.4

Ⅳ その他有価証券評価差額金 26 0.0 576 0.8 527 0.8

     資本合計 32,168 47.7 33,974 49.9 32,996 47.7

   負債及び資本合計 67,480 100.0 68,036 100.0 69,226 100.0
  

 

② 損益計算書 

(単位：百万円) 

前第１四半期 

自 平成15年４月１日 

至 平成15年６月30日 

当第１四半期 

自 平成16年４月１日 

至 平成16年６月30日 

前事業年度 

自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日 区 分         

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

Ⅰ 売上高 24,721

％

100.0 26,971

％ 

100.0 99,203

％

100.0

Ⅱ 売上原価 17,186 69.5 17,901 66.4 70,038 70.6

    売上総利益 7,534 30.5 9,069 33.6 29,164 29.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 6,601 26.7 7,159 26.5 25,894 26.1

     営業利益 933 3.8 1,910 7.1 3,269 3.3

Ⅳ 営業外収益 459 1.9 306 1.1 874 0.9

Ⅴ 営業外費用 96 0.4 120 0.4 380 0.4

     経常利益 1,296 5.3 2,096 7.8 3,763 3.8

Ⅵ 特別利益 － － － － 310 0.3

Ⅶ 特別損失 90 0.4 － － 2,216 2.2

     税引前四半期（当期）純利益 1,206 4.9 2,096 7.8 1,856 1.9

     法人税、住民税及び事業税 231 0.9 403 1.5 1,621 1.6

     法人税等調整額 181 0.8 438 1.6 △  886 △0.9

     四半期（当期）純利益 794 3.2 1,255 4.7 1,122 1.2

     前期繰越利益 1,408 1,503  1,408

     当期未処分利益 2,203 2,758  2,530
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③売上高の内訳 

                                                                         (単位：百万円) 
前第１四半期 

自 平成15年4月  1日 

至 平成15年6月30日 

当第１四半期 

自 平成16年4月  1日 

至 平成16年6月30日 
科        目 

金    額 構成比 金    額 構成比

前 期 比 

増減金額 

対前期 

増減率 

  ％  ％  ％

タ イ ム 収 入 13,900 56.2 15,135 56.1 1,234 8.9 

ス ポ ッ ト 収 入 6,651 26.9 7,341 27.2 690 10.4 

（ 小 計 ） (20,551) (83.1) (22,476) (83.3) (1,924) (9.4) 

番 組 販 売 収 入 1,528 6.2 1,803 6.7 275 18.0 

Ｂ Ｓ 収 入 516 2.1 461 1.7 △  54 △10.6 

放送事業収入合計 22,596 91.4 24,742 91.7 2,145 9.5 

ソフトライツ収入 2,076 8.4 1,917 7.1 △ 158 △ 7.7 

イ ベ ン ト 収 入 20 0.1 282 1.1 262 1296.5 

そ の 他 の 収 入 28 0.1 29 0.1 0 1.1 

その他事業収入合計 2,125 8.6 2,228 8.3 103 4.9 

合 計 24,721 100.0 26,971 100.0 2,249 9.1 
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